
【実施主体】田野畑村
平成26年度

田野畑村では、被災した産直施設を再建するとともに、村産
品の販売や観光情報の発信の拠点としての役割を担っている
道の駅たのはたを、直轄道路事業の影響で移転し、リニューア
ルする計画である。本調査は、「道の駅たのはた」を田野畑村
の商工業及び観光業の再建に資する拠点として整備する構想
の作成を目的とし、整備・運営の手法として、田野畑村、地域
組織、民間企業の連携の可能性を検討する。

【道の駅たのはたの概要】
道の駅たのはたは、平成8年4月に

道の駅登録されており、特定地区公
園である「思惟大橋コミュニティー
公園（4.1ha）」内に位置している。

【震－２】 官民連携による道の駅整備運営事業調査
（対象箇所：岩手県田野畑村）

調査目的・これまでの経緯 施設の概要

調査結果

平成23年3月:「田野畑村総合計画」の策定
平成23年9月:「田野畑村復興基本計画」の策定
平成24年3月:「田野畑村災害復興計画」の策定
平成26年1月:三陸国道事務所と道の駅に関する調整協議

【移転リニューアル後の施設配置計画案】
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【調査目的】

【これまでの経緯】

②委員会実施等による具体的な事業の検討
整備コンセプト及び運営方針を明確化する
ために、建設及び運営段階で関連する地元
事業者や農業生産者等と事業内容を具体的
に検討していくとともに、管理運営手法の調
整及び管理者選定を実施する必要がある。

【事業化にあたっての課題】
①三陸北縦貫道路の整備状況を踏まえた
整備計画の検討
三陸北縦貫道路の整備工程を踏まえ、関係
者との協議を実施し、工事計画を検討する必
要がある。

【今後の予定】
【①調査内容】

■道の駅事業の特徴

・村事業者・民間企業ﾋｱﾘﾝｸﾞ
・類似事例調査
・田野畑村上位計画
・田野畑村の現状調査

【②事業実施条件】

■田野畑村の現況

■村の財政負担の抑制
・村の財政状況が厳しいため、ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄも含めた事業費について村の負担を極力抑制することを検討。

■効果的かつ持続的な道の駅の整備・運営に資する事業方式及び発注方式の検討
・民間事業者が参画し易い事業とするべく、官民の役割分担や村の関与度、事業手法等について検討する。
・運営に即した施設設計が実現できるよう、事業手法や発注方式等について検討する。※１

■地元事業者による自主的な道の駅の運営
・地元事業者による運営組織が責任とやりがいをもち自主的に道の駅を運営し育てていく形を目指す。
・運営ﾉｳﾊｳのある企業に地元生産者等をとりまとめ事業経営をｻﾎﾟｰﾄするﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの役割での参画を期待。

・調査結果を基に、事業手法を検討する前提となる事業実施条件を整理した。

三陸北縦貫道路（計画道路）

：道の駅たのはたの既存施設

【④事業手法の検討】【③運営体制の検討】
・調査結果を基に、田野畑村の

道の駅運営として望ましい運営
体制を検討した。

・事業実施条件を前提に、地域住民による円滑な運営を可能とする事業
手法を検討した結果、「公設+指定管理（設計支援型）」を採用する。

地域で組成され
た運営組織が
主体的に運営
を行い、運営ﾉｳ
ﾊｳのある企業
が事業運営のｻ
ﾎﾟｰﾄ及びﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄを行う形が望
ましい。


